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はじめに

本シンポジウムでのお話はサイエンティフ

ィックなものでしたが、ここで少し視点をか

えて、人文科学的な面でとらえると考え方が

幅広くなります。私は、宇宙技術を使っての

さまざまな計測・モニタリングに足して、探

査することを考えました。探索というと、遭

難船など行方不明のものを捜すこともありま

すが、過去を探ることも可能なのではないか

と考えました。現代の技術で過去を探ること

を考えると容易ではないと思いますが、地上

には何億年、何千万年、何百万年という時間

スケールで残されたものがたくさんあります。

地球科学では、残されたものが観測対象にな

っていますが、ここでいうのは、人間的な意

味での歴史的なことです。

記録が残されている歴史を探ることは比較

的楽ですが、記録が残されていないものも多

くなっています。人類が地球に登場して 500

万年といわれていますが、実際に人類が行動

を始めたのは氷河期のあった、ここ 180万年

ほどです。それ以降、人類は徐々に拡散して

いきました。ホモ・サピエンスが動きだして

から 5万年ほどといわれていますが、大きな

痕跡が残っているのは 18,000年ほど前の氷河

期です。人類が氷河期に移動したことから考

えてみました。

十数年前に、たまたま試みにいっていたこ

とが、いつの間にか“宇宙考古学（Space Arch-

aeology）”という言葉になりました。これにつ

いてユネスコでも動きがで始め、この間もイ

タリアのソレントで会議がありました。その

点で、本来やるべき仕事とは少し異なってい

ますが、別の意味で、宇宙からの技術を応用

して夢のあることを考えてみたいと思います。

地球を宇宙からみる

コペルニクスによって地球が回転する球体

であることが予測されて 450年以上になりま

す。その間、チコ・ブラーエ、ヨハン・ケプ

ラー、ガリレオ・ガリレイ、アイザック・ニ

ュートンなどの科学者たちによって天体の運

動が解明されて地動説が確認されました。そ

して、宇宙から地球をみるという人類の夢が

20世紀になって実現したのです。

人類初めての人工衛星スプートニックは

1957年に宇宙空間に打ち上げられました。人

類として地球を外から初めてながめたのはガ

ガーリン宇宙飛行士で「地球は青かった」とい

う歴史に残る言葉を地上の人々に伝えました。

それから 44年、現在では衛星は 24時間常に
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地球全体を監視し、観測が可能になって、地

球環境を把握することができるようになって

います。

今日まで打ち上げられた人工衛星の数は約

5,500基を超え、撮影された地表の画像は膨大

な数になります。この画像は地球のさまざま

な状況をあらゆる角度からとらえていて、観

測、調査、記録、解析されています。地球全

体にわたり地形、地質、植生、温度分布、気

象などが画像や非画像のデータとして蓄積さ

れています。特に画像データには自然の姿を

ある瞬間、凍結した状態で記録保存されてい

ます。これらのデータから地球誕生以来の変

化の痕跡や大陸大移動、造山運動、火山活動

などのさまざまな地球の過去の歴史が推定さ

れます。人類の歴史もあとに残された古代都

市や遺跡によって推定されます。宇宙飛行士

でなくとも、誰でもが宇宙から地球をみるこ

とができ、遺跡を探すことができるようにな

ったのです。

新しい調査の方法

コンピュータによるデジタル画像処理技術

が向上し、衛星に搭載するセンサの能力がよ

くなると、地表の状況がいっそう明確になっ

てきました。また、解像力の上昇、スペクト

ルの広がり、観測領域の拡大、そしてマイク

ロ波による観測が可能になり、取得する画像

の質が向上したこともあります。合成開口レ

ーダーによる画像が取得できるようになると、

いっきょに大きな成果がえられるようになり

ました。雲や霧に覆われた場所や森林地帯、

岩石や沙漠など、従来不可能であった地域の

調査が可能になったのです。衛星やスペース

シャトルに搭載されたレーダーによって、密

林の下にある古代の運河がみえたり、エジプ

トの沙漠の下に埋もれた河川の跡、また万里

の長城などが検出できるようになりました。

このように古い河川や道路など、また遺跡

などがみえるようになると、古代の自然環境

などが推測できるようになります。文献を調

べ、地図を集め、長い時間をかけて現地に赴

き、地上調査を行ってきた考古学の分野に新

しい方法が加わったのではないかと考えられ

ます。

現在行われている方法として、すでにわか

っている遺跡などがどうみえるのか、どのよ

うな環境なのかを探り、場所の経緯度、探査

のルートを調べ、過去に撮影された衛星デー

タなどを集め、現地で地上調査が行われてい

ます。しかし、この調査方法は考古学の研究

者との共同作業であり、十分な打ち合わせが

必要であることはいうまでもありません。

次に、具体的に紹介することにします。

宇宙から歴史と文明を探る

最初に、今から約18,000年前、海面が150m

ほど低下したときの、旧大陸と新大陸をつな

いだ現在のベーリング海について考えてみま

す。現在、ベーリング海のもっとも深いとこ

ろで 42mであるため、その当時、完全に陸地

化していました。その時代をベーリンジアと

呼んでいます。人類は、約 12,000年前から

12,500年前にアリューシャン列島を抜けて北

アメリカ大陸の縁を通り、南アメリカの突端

のフエゴ島まで拡散しました。この移動は意

外に早く、約 2,000年から 2,500年でした。最

近、DNAによる計測で、オーストラリア北部

に約 5万年前に到着していたことが確認され

ました。アボリジニが住んでいたタスマニア

へは約 4万年前に、ミクロネシアやポリネシ

アへは紀元前 1,000年ごろに移動しています。

この環太平洋地域には、意外にも、人類の拡

散がたくさん行われた痕跡が残っています。

私が注目した、中緯度帯、すなわち北緯 15˚

から 35˚、40˚は、乾燥帯または荒れた土地が
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